
　10月に入り後期の市民講座がはじまりまし
た。中でも陶芸教室は、全5回のコースで陶芸
を基礎から手軽に学べるとあって人気があり、
定員を超える20人が受講しています。
　「作りたいものを作ろう」という自由な雰囲
気の中で、カップや湯飲み茶わん、お皿などチャ
レンジするものは様々。講師の手ほどきを受け
ながら、ろくろに向かい思い描いた作品づくり
に打ち込んでいます。成形したものは乾燥や素
焼きなどを経て講座終了後に手渡されます。

　10月 16日（水）～18日（金）、東
京稚内会主催の「ふるさと・子ども夢プロ
ジェクト」講演会が開催されました。今回
講師をつとめたのは、稚内南中、稚内高校
卒業で双日㈱顧問の谷口真一さん。生徒た
ちに「まず目の前のことに一生懸命取り組
むことで道は拓ける。夢を大切に」と後輩
たちに力強いエールを送っていました。

　10月12日（土）、13日（日）稚内
北星学園大学の学園祭「最北祭」が開催
され、フリーマーケットや模擬店、講堂
でのステージ発表などに多くの市民が訪
れ賑わっていました。

　10月16日（水）、誰もが学びやすく、実践しやすい認
知症ケアの一つとして注目されている、フランス生まれの
ユマニチュード®についての研修会が開催されました。
　講師に日本のユマニチュードの第一人者である東京医療
センターの本田美和子氏とユマニチュードの創始者である
イヴ・ジネスト氏をお招きし、市民、医療・介護従事者な
ど約170名が、映像や実践を交えての講義を受けました。
　ユマニチュード®は「人間らしさを取り戻す」という意
味のフランス語の造語で、「目を見る」「話す」「触れる」「立
つ」という人間の特性に働きかけることにより「あなたが
大切な存在である」という優しいメッセージを伝え、より
良いケアを行う「人と人との関係性」に着目した技法です。
　これまで無表情だった方に笑顔が戻ったり、攻撃的と思
われていた方がケアを進んで受け入れるようになるなどの
効果を、映像を通して目の当りにした参加者たちは、驚き
と感動の様子で、講師の優しさ溢れるアドバイスの一つひ
とつを大切に受け取り学んでいました。

　10月5日（土）、6日（日）に「全道フット
パスの集い inわっかない」が開催され、道内外
から170名が参加し、フットパス・ウォーキン
グを楽しみました。「フットパス」は、自然の中
を歩くことを楽しむための散策路で、道内各地
にもどんどん普及しています。稚内では初開催と
なったこのイベントですが、２日間にわたり宗谷
丘陵や稚内公園を中心に稚内の魅力を存分に楽し

んでいただこうと３つのコースを設定。悪天候に
より、予定していた宗谷岬から宗谷丘陵をめぐる
コースはバスでの見学になりましたが、参加者は
「宗谷歴史公園と白い道のコース」と「稚内公園
コース」を満喫しました。地元稚内の観光ボラン
ティアガイドの皆さんによる丁寧な説明もあり、
歴史も学びながら稚内の雄大な自然の中をゆった
りと散策し、気持ち良い汗を流していました。

　稚内を訪れる観光客の皆さんに稚内の食と風
景を楽しんでもらおうと、10月 5日（土）、6
日（日）の2日間限定で、市内をバスで観光し
ながらランチやディナーを楽しめる「レストラ
ンバス」が運行しました。宗谷岬、宗谷丘陵、
夕日が丘パーキングなど観光名所を巡りながら
美味しい料理が楽しめるとあって定員は満員に。
車内にお洒落なBGMが流れ期待度も高まりい
よいよ稚内駅を出発！料理は各観光ポイントで
順番に提供されるコース料理となっていて、参

加者は景色を楽しみながら稚内ブランドや宗谷
エリアの食材を使った豪華な料理に舌鼓をうっ
ていました。途中、ガイドさんの軽快なトーク
やバス天井の窓を開けて秋の澄んだ空気と風も
堪能するなどツアーは大盛り上がり。市内から
参加した男女２人は「バスツアーに参加したの
は初めて。稚内に住んでいると、観光バスに乗
る機会がないので、ガイドさんのお話も聞けて
楽しいです。写真を撮ってSNSにアップしたい」
と話し秋の１日を満喫していました。

　9月29日（日）、JRをもっと利用して
もらおうと「のんびり普通列車で行く！秋
の兜沼・上勇知」を開催し、市内の親子な
ど20名が参加しました。稚内駅長さんの
講話で稚内駅の歴史を学んだ参加者たちは、
普通列車に乗車していざ兜沼駅へ。郷土資
料室を見学した後、バスで上勇知悠遊ファー
ムへ移動してピザ作りに挑戦しました。
　トッピングに使うトマトやピーマンを自ら
収穫し、石窯で焼き上げたピザは格別だった
ようでみんなおいしそうに頬張っていました。
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